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１．提案されたアイデアの状況（現状）

提案アイデア（目標）
• 独自に開発した犯罪予測アルゴ
リズムを用いて、以下の２つのア
プリケーションを開発し効率的な
防犯活動に役立てる。

• (1)犯罪予測アルゴリズムを用い
た効率的なパトロール経路提案
システム

• (2)犯罪予測結果を日々配信、
通知するモバイルアプリケーション

その後の変更点
• もし変更点があればご記入くださ
い

• 軽微なものは書かなくても構いま
せん
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２．現時点で実現されていること
• 犯罪予測アルゴリズムを多変量版へ拡張し、オープンデータを使った手
法開発を進めている。（テロ予測など）

• オープンデータ官民ラウンドテーブルにて、警察庁様へ犯罪発生状況
データのオープンデータ化の要望を提出した。

• https://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/senmon_bunka/da
ta_ryutsuseibi/kanminrt_dai2/gijisidai.html

• オープンデータ公開を進めていくと回答を頂いた。
• https://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/senmon_bunka/da

ta_ryutsuseibi/kanminrt_dai2/kekkagaiyou.pdf
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３．目標の実現に向けての状況

今後のマイルストーン
• 日本の犯罪データ分析の許可を
得る

• 日本の犯罪発生パターンに適し
た犯罪予測アルゴリズムの開発

• 実用化に向けた実証実験
• オープンデータを用いた犯罪予測
モバイルアプリケーションの開発

課題：
・データ利用許可を得ること。分解
能の高い犯罪オープンデータが現
状では未だ不十分であるため、研
究の進展がやや難しい・サービス化
が困難
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４．自治体との連携の状況
• 進捗なし
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５．その他
• オープンデータコンテスト出場でのご縁からデータ分析の仕事が生まれ、
起業しました（株式会社Singular 
Perturbations :http://www.singularps.com）

• 犯罪予測に関する科研費プロジェクトの研究分担者となり研究環境の
サポートを頂きました。
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